
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

この実習は、中山間地域の環境について理解を

深め、環境問題や地域の課題解決に向けて自ら考

える態度を育てることが目的です。   

まず始めに、島根大学教育学部の作野広和教授

に「地域の将来、自分の未来」と題して講義をし

ていただきました。自然動態や社会動態のメカニ

ズムを学んだ後、将来の自分はどうなっているか、

住んでいる場所・職業等を想像し、グループで話

し合いました。また、飯南町観光協会の伊藤様に

「森林セラピー」の効果や現状について講義をし

ていただきました。   

その後は、グループ別に鳥獣被害対策、畜産体

験、木材加工体験、森林セラピー、赤名湿地探索、

建設業体験の６つのテーマに分かれて実習を行い

ました。  

 今年度も中山間地域の基幹産業の一つでありな

がら、担い手不足になっている建設業の体験を取

り入れました。バックホー等の重機の操作、光学  

測量を行いました。また、林業の現状を知るた

め、木材加工体験も取り入れました。実際に木材

からラックを製作しました。普通高校ではあま

り行うことのできない、とても貴重な体験とな

りました。その他にも森林の役割や鳥獣被害対

策は私達の生活と密接な関わりがあることを実

感しました。  

最後は、まとめとしてグループごとに学んだ

ことを発表しました。「中山間の課題である人口

減少、担い手不足を意識して体験に臨んだ」等、

体験を通して、中山間地域が抱える問題をきっ

かけに、現代社会の課題や人と自然の関わり方

についてしっかりと考えた２日間でした。  

２日間とも天候が悪く、２日目は実習が中止

となり残念でしたが、真剣に取り組んでいる様

子が伺えました。  

たくさんの方々にこの実習にご協力いただ

き、ありがとうございました。  



生徒からは、「親になることの責任がどれだけ重

いことなのか分かった気がした。」「命を授かるこ

と、命が誕生することは当たり前のことではなく、

とてもすごいことなのだとわかった。今まで以上に

命を大切にしようと思った。」「もっと誕生日を大切

にしようと思った。誕生日には父や母に感謝を伝え

たいと思う。」「将来、看護師になりたいと思ってい

るが、お話を聞いて人の誕生にかかわることができ

るのはすばらしいことだと思い、助産師の仕事にも

興味を持つことができた。」などの感想が聞かれま

した。講座を通して命の大切さを実感し、今後の生

き方について考えるよい機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６４回中国高等学校 剣道選手権大会 

【男子個人 ２回戦】熊代 剛琉 出場 

今年も東海大学社会文学部メディア学科の河井孝仁

教授を講師にお迎えしました。  

今年は、自らの進路を意識した地域課題に対する解決

策を提案することを目的の一つとしており、６月８日の

事前学習では、目指す進路先の近いメンバーで１４班に

分かれ、企画書作りを行いました。  

講座のはじめに、河井先生から【１】目標とする状況

の定量化（数値や数量で表す）、【２】現状の定量化、【３】

１と２を埋める方法、【４】３がなぜ有効だと考えたの

かを明確にすることで他者に伝わる企画書になること

を端的に話されました。アドバイスを聞き、班ごとに定

量化するためのデータ集めを積極的に行っていました。 

平成３０年度高文連 

書道コンクール 

 横田 華恋 

第５０回中国地域高等学校対抗自転車競技選手権大会 

【男子ロードレース】別木 汰喜 出場 

【女子ロードレース】福間 青空  

平成３０年度中国地域高等学校対抗自転車競技大会 

【男子ケイリン】別木 汰喜 １０位 

【女子スプリント】福間 青空 ７位 

【２km インディヴィデュアルパシュート】・ 

【５００ｍタイムトライアル】福間 青空 ６位 

 

 

平成３０年度 ＮＨＫ杯高校放送コンテスト島根県大会 

【アナウンス部門】 

「Ｆｒｏｍ Ｉ」 高田 侑奈  

【テレビドキュメント部門】 

「Ｆｒｏｍ Ｉ」 ５位 
野球部の壮行式を行いました。部長の田辺優さ

んは「今年は“打ち勝つ”チームを目指し、冬か

ら振り込みやトレーニング量を増やしてきまし

た。初戦に向けて気持ちが一つとなり、良い雰囲

気で練習できています。大好きな野球ができるこ

と、そして支えてくださる皆様に感謝の気持ちを

持ち、一戦必勝で精一杯プレーしてきます。」と大

会に向けての意気込みを語ってくれました。 

 

「生まれてきた自分の命、未来へつなぐ命を感じる」を

テーマに、心音を聞いたり妊婦体験をしたりするなど

様々な体験を通して、今ここにある「命」の尊さを感じ

ました。この講座のために乳児連 

れの親子２組もボランティアとし 

て参加してくださり、妊娠中や出 

産後の話をお聞きし、赤ちゃんと 

の触れ合いもさせていただきまし 

た。 

あいにくの雨で競技変更となり、男女バレーボー

ル、女子卓球をクラス対抗で行いました。体育館に

集結したことで応援に力が入 

り、一点一点歓声の上がる盛 

り上がる試合が続きました。 

クラスを超えて学年で応援し 

あう姿が印象的で、絆の深ま 

りを感じました。 

今回は飯南高校卒業生が結成し活動している

「From I」を取材し、原稿にしました。読みを通じて

「From I」とはどんな団体か、どういった思いでこの

団体を作ったのかをたくさんの方に知ってもらいた

いと思います。 

 また、普段から支えてくださっている顧問の先生

方はじめ、保護者の皆さん、地域の皆さんへの感謝の

気持ちを込めて全国で発表してきます。目標は、予選

を突破することです。たくさんの方々の応援を胸に、

自分の出せる力を１分３０秒という短い時間の中で

精一杯発揮してきます。    部長 高田 侑奈 

それをもとに、企画書を練り直してパワーポイント

にまとめました。  

最終発表では、データを示すことで現状と目標の

ギャップがはっきりとし、政策の具体性が増すこと

などを、各班の発表に合わせてわかりやすく講評し

てくださいました。また、発表の仕方やパワーポイ

ントの作り方など、様々な発信力向上に繋がる方法

も教えていただきました。  

進路を意識した取り組みを行ったことで、様々な

角度から職業を見つめることができたのではないで

しょうか。この講座で学んだことを、７月から始ま

る３年１組の生命地域学「課題研究」の授業に活か

していってほしいと思います。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾７月号 平成３０年７月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

 

７日（火）オープンハイスクール 

１１日（土）朝閉寮（～１７日夕方） 

２１日（火）始業式 

３０日（木）鵬雲祭（～９／１） 

 

９月 １日（土）出校日（体育祭） 

２日（日）体育祭 雨天時予備日 

３日（月）振替休業日（９／１） 

 

【日時】      月      日（水）１８：３０～ 
 

【場所】 憩いの郷 衣掛 

 

総会終了後、懇親会も予定しています。お誘いあわせの

上、ぜひご参加ください。 

 

【日時】          月    日（土）午前 
 

【場所】 飯南高等学校 

 

飯南神楽団による記念公演を予定しています。詳細は

決まり次第お知らせします。ぜひご来校ください。 


